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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
総
会
に
お
け
る
役
員

改
選
で
支
部
長
に
再
任
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
「
明

治
は
ひ
と
つ
」
を
合
言
葉
に
、

皆
さ
ま
と
と
も
に
誠
心
誠
意
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
母
校
明
治
大
学

は
、
２
０
３
１
年
の
創
立
１
５ 

０
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
数
多
く
の
文
豪
が
執
筆

の
た
め
に
利
用
し
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
「
山
の
上
ホ
テ
ル
」
を
昨

年
、
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
駿
河

台
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
施
設
整
備

計
画
を
推
進
す
る
と
の
こ
と
で

す
。
将
来
的
に
は
中
野
キ
ャ
ン
パ

ス
の
機
能
も
駿
河
台
に
移
転
す
る

壮
大
な
計
画
の
よ
う
で
す
。

本
学
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
虎
に
翼
」
が
高
視

聴
率
だ
っ
た
こ
と
は
ご
存
じ
の
通

り
で
す
が
、そ
の
お
か
げ
も
あ
り
、

本
学
に
対
す
る
注
目
度
や
評
価
は

随
分
と
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ハ
ー
ド
面
の
み
な
ら
ず
、

長
い
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
多
彩
な
人
材
を
育
成
す
る

「
世
界
に
開
か
れ
た
大
学
」
と

し
て
の
発
展
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

校
友
会
は
、

い
ろ
い
ろ
な
職

種
や
立
場
の

方
々
の
集
合
体

で
す
。
わ
た
く

し
は
か
ね
て
よ
り
、
そ
の
多
様

性
を
生
か
し
、
立
場
を
超
え
て

自
由
闊
達
な
意
見
交
換
を
す
る

と
と
も
に
、よ
り
気
軽
に
集
い
、

楽
し
め
る
校
友
会
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
「
前
へ
」
の
精
神
で

進
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
７
月
の
支
部

総
会
で
幹
事
長
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
三
浦
正
博
と
申
し
ま
す
。
昭
和

62
年
、
商
学
部
卒
で
す
。

昨
年
還
暦
を
迎
え
、「
母
校
に

恩
返
し
を
」
と
の
気
持
ち
が
芽
生

え
て
い
た
時
に
、
偶
然
に
も
鶴
田
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友
会

秋
田
県
支
部
長

秋
田
県
支
部
長

「
明
治
は
ひ
と
つ
」
の
心
で

「
明
治
は
ひ
と
つ
」
の
心
で

県
支
部
の
親
睦
図
る

県
支
部
の
親
睦
図
る

支
部
長
よ
り
幹
事
長
就
任
の
お
話

を
頂
い
た
次
第
で
す
。

「
明
治
大
学
校
友
会
は
『
明
治

は
ひ
と
つ
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

大
学
の
賛
助
、
校
友
相
互
の
親
睦

と
支
援
に
重
点
を
置
き
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
、
約

60
万
人
も
の
校
友
が
、
校
友
会
の

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
な
が
ら
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ

る
シ
ー
ン
で
活
躍
し
て
い
る
」

こ
の
文
章
は
、
明
治
大
学
全
国

校
友
会
２
０
２
５
年
度
活
動
計
画

（
案
）
の
冒
頭
に
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。私
は
こ
の
短
い
文
言
に
、

我
々
の
存
在
意
義
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
と
捉
え
ま
し
た
。

校
友
会
秋
田
県
支
部
の
目
的

は
、
①
大
学
支
援
と
現
役
学
生
支

援
②
会
員
相
互
交
流
③
地
域
貢
献

―
の
３
つ
の
柱
で
成
り
立
っ
て
お

り
ま
す
。
具
体
的
に
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

最
近
で
は
２
０
２
３
年
９
月

に
、
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
俱
楽

部
秋
田
演
奏
会
を
支
部
と
し
て
全

面
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
今
年
は
２
月
に
明
治
大
学

秋
田
県
父
母
会
の
依
頼
を
受
け
、

学
生
就
職
懇
談
会
の
講
師
派
遣
を

実
施
す
る
予
定
。
７
月
に
は
、
支

部
総
会
に
合
わ
せ
て
公
開
講
演
会

を
実
施
す
る
予
定
（
講
師
は
元
大

丸
社
長
の
山
本
良
一
氏
）
で
す
。

私
は
幹
事
長
と
し
て
鶴
田
支
部

長
を
支
え
、
支
部
役
員
の
皆
さ
ま

の
力
を
借
り
、
支
部
総
会
に
一
人

で
も
多
く
の
校
友
が
参
加
し
た
く

な
る
環
境
づ
く
り
に
尽
力
し
て
参

る
所
存
で
す
。

体
育
会
系
も
文
化
系
も
、
理
系

も
文
系
も
、「
明
治
は
ひ
と
つ
」

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

北野大・校友会長と談笑
する三浦幹事長（右）＝昨
年7月の全国支部長・幹事
長会議で

三

浦

三

浦

新
幹
事
長

新
幹
事
長
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学
生
時
代
の
雑
感

東
海
林
　
洋（
69
）＝
湯
沢
市

「
前
へ
」

　
　
北
島
先
生
の
思
い
出

新
出
　
康
史（
61
）＝
秋
田
市

人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ

　
ポ
イ
ン
ト
　
御
茶
ノ
水

佐
々
木
　
貴
徳（
50
）＝
秋
田
市

こ
の
原
稿
は

令
和
６
年
12
月

に
書
き
ま
し
た

の
で
、
私
が
明

治
大
学
に
入
学
し
た
昭
和
49
年
か

ら
ち
ょ
う
ど
50
年
過
ぎ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
記
憶
も
断
片
的
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
当
時
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
を
記
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

昭
和
49
年
の
冬
は
秋
田
県
南
部

を
中
心
に
大
雪
と
な
り
、
い
わ
ゆ

る
「
48
豪
雪
」
の
年
で
し
た
。
院

内
か
ら
横
手
に
列
車
通
学
し
て
い

た
私
は
、
線
路
が
雪
で
埋
ま
り
、

横
手
市
の
友
達
の
家
に
１
週
間
泊

め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

６
大
学
野
球
で
は
、
同
い
年
の

江
川
卓
投
手
が
法
政
大
学
に
入
学

し
黄
金
期
が
始
ま
り
ま
す
。
神
宮

球
場
に
応
援
に
行
き
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
の
実
力
差
に
４
年
間
、
悔

し
い
思
い
を
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
ま
た
こ
の
年
の
秋
に

1
月
2
日
の

ラ
グ
ビ
ー
大
学

選
手
権
準
決

勝
。
母
校
明
大

は
帝
京
大
に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
身
体
を

張
る
後
輩
た
ち
に
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。

私
は
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年

に
明
大
を
卒
業
後
、
秋
田
市
役
所

で
好
き
な
ラ
グ
ビ
ー
を
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
に
恵
ま
れ
、
現

役
引
退
後
は
監
督
を
10
年
間
務
め

る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
監

督
と
し
て
の
指
導
の
ベ
ー
ス
は
、

や
は
り
明
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
監
督

を
67
年
間
務
め
ら
れ
た
北
島
忠
治

先
生
の
「
前
へ
」
と
い
う
教
え
で

し
た
。

学
生
当
時
、
明
治
の
ラ
グ
ビ
ー

は
「
押
す
だ
け
」「
芸
が
な
い
」

昭
和
49
年
生

ま
れ
の
私
は
い

わ
ゆ
る
『
受
験

戦
争
、
就
職
氷

河
期
』
世
代
の
第
一
期
生
の
よ
う

な
も
の
で
、
高
校
卒
業
時
18
歳
人

は
長
嶋
茂
雄
選
手
が
引
退
し
、
東

京
の
地
で
涙
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

明
大
入
学
時
は
、
大
学
生
に

な
っ
た
こ
と
の
高
揚
感
か
ら
、
可

能
性
の
あ
る
こ
と
は
何
で
も
試
し

て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強

か
っ
た
の
か
、
無
謀
に
も
体
育
会

の
卓
球
部
に
入
り
ま
し
た
。
中
学

ま
で
し
か
経
験
し
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
学
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
体
育
会
に
入
部
し
た
い
と
い

う
の
で
驚
か
れ
ま
し
た
が
、
当
時

の
主
将
が
角
館
高
校
出
身
の
方
で

し
た
の
で
、
何
と
か
認
め
て
も
ら

い
ま
し
た
。

「
体
育
会
に
入
っ
て
い
れ
ば
単

位
が
取
れ
る
」
―
そ
ん
な
伝
説
を

信
じ
て
い
ま
し
た
が
、
１
年
で
辞

め
て
し
ま
っ
た
自
分
に
は
何
の
恩

恵
も
な
く
、
卒
業
す
る
た
め
４
年

生
の
時
に
も
和
泉
校
舎
に
通
う
羽

目
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

後
に
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
ョ
ン
と
な

る
人
と
練
習
で
き
た
こ
と
や
、
ラ

ケ
ッ
ト
を
く
れ
た
女
子
部
員
の
こ

と
な
ど
楽
し
い
思
い
出
も
あ
り
ま

し
た
。

バ
イ
ト
や
麻
雀
な
ど
は
、
次
の

と
い
う
批
判
を
受
け
る
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
北
島
先
生
は

「
前
へ
」
と
い
う
言
葉
を
通
じ
て
、

目
的
を
見
据
え
常
に
前
に
進
も
う

と
す
る
志
が
大
切
な
こ
と
、
つ
ま

り
、
人
生
の
根
本
を
教
え
よ
う
と

し
て
い
た
と
自
分
な
り
に
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
そ
う
で
す
よ
ね
、
北
島
先

生
？
」。
存
命
で
あ
れ
ば
聞
い
て

み
た
い
で
す
。
先
生
は
「
俺
は
そ

ん
な
難
し
い
こ
と
考
え
て
な
い

よ
。
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
」
と
細
い
目
を

も
っ
と
細
く
し
て
笑
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
年
初
に
そ
の
顔
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
昭
和
60
年
・
政
経
卒
）

口
が
頂
点
に
達
し
た
世
代
で
す
。

大
学
も
命
か
ら
が
ら
受
か
り
、

生
協
で
本
を
買
っ
て
初
め
て
法

律
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
を
学
ぶ
ん

だ
と
知
っ
た
次
第
で
す
。

で
は
大
学
生
の
自
分
は
ど
ん
な

感
じ
だ
っ
た
の
か
？

「
地
方
出
身
者
は
、
東
京
人
よ

り
、
4
年
間
で
何
か
を
身
に
つ
け

な
け
れ
ば
と
い
う
意
志
の
強
さ
を

感
じ
る
の
で
す
が
、
佐
々
木
君
も

例
に
漏
れ
ず
、そ
ん
な
印
象
で
す
。 

先
生
（
私
）
を
超
え
て
や
る
！
と

い
う
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
」

と
ゼ
ミ
の
恩
師
か
ら
（
神
田
先
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）。

「
一
見
真
面
目
そ
う
に
見
え
て
、

い
ろ
い
ろ
面
白
い
こ
と
ば
っ
か
り

考
え
て
た
学
生
か
な
（
笑
）。
一

言
で
い
う
な
ら
マ
イ
ペ
ー
ス
な
学

生
だ
っ
た
か
な
〜
」

と
、
い
ま
だ
に
付
き
合
い
の
あ

る
同
期
生
か
ら
…
。
か
な
り
評
判

が
良
か
っ
た
よ
う
で
す(

笑)

。

秋
田
に
戻
り
家
業
の
商
売
を
継

ぎ
ま
し
た
が
、
会
社
の
顧
問
を
ゼ

ミ
の
先
生
に
お
願
い
し
て
み
た

り
、
取
引
先
の
東
京
本
社
の
役
員

に
同
期
が
就
任
し
た
り
、
大
学
を

卒
業
し
て
も
明
治
大
学
の
縁
が
続

い
て
い
る
の
は
大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
と
肝
に
銘
じ
、
商
売
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

（
平
成
10
年
・
法
学
卒
）

機
会
が
あ
れ
ば
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
昭
和
53
年
・
法
学
卒
）
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胸
に
刻
む
「
わ
が
青
春
の
記
」

胸
に
刻
む
「
わ
が
青
春
の
記
」
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収支計算書（自�2023年4月1日　至�2024年3月31日） （単位：円）

収支予算書（自�2024年4月1日　至�2025年3月31日） （単位：円）

収入の部 予算額 支出の部 予算額
Ⅰ 本部より助成金収入 Ⅰ 事業費
1 支部総会通知助成 170,000 1 学生表彰費 0
2 支部総会会場費 120,000 2 学生団体助成金 0
3 支部運営助成金 217,000 3 地域支部交流費 0
4 支部公開講演会会場費 0 4 支部公開講演会費 0
5 講演会チラシ等作成費 0 5 学生教育支援奨学金 0

Ⅱ 支部会費収入 510,000 6 その他事業費 200,000
Ⅲ 総会費収入 165,000 Ⅱ 広報費
Ⅳ 事業収入 0 1 支部会報発行費 380,000
Ⅴ 寄付金収入 0 2 広報関係費 10,000
Ⅵ 果実収入 0 Ⅲ 組織費
Ⅶ 雑収入 0 1 地域支部助成金 0
Ⅷ 基金取崩収入 200,000 Ⅳ 運営費

1 会議費
(1) 支部総会通知費 780,000
(2) 役員会費 20,000
(3) 監査委員会費 0
(4) 委員会費 20,000
(5) 業務費 20,000
2 事務費 60,000
3 慶弔費 30,000

Ⅴ 基金繰り戻し 2,000,000
Ⅵ 積立金 0
Ⅶ 予備費 30,000

収入合計 1,382,000 支出合計 3,550,000
前年度繰越収支差額 2,265,561 次年度繰越額 97,561

合　計 3,647,561 合　計 3,647,561

収入の部 予算額 決算額 差額
Ⅰ 本部より助成金収入
1 支部総会開催通知費 135,000 175,891 -40,891
2 支部総会会場費 116,600 -116,600
3 支部運営助成金 215,000 217,000 -2,000
4 支部公開講演会会場費 0
5 講演会チラシ等作成費 0

Ⅱ 支部会費収入 480,000 510,000 -30,000
Ⅲ 総会費収入 225,000 165,000 60,000
Ⅳ 活動費収入（計 8,022,060） 0
Ⅴ 寄付金収入 2,406,000 -2,406,000
1 マンドリンチケット売上 2,860,000 -2,860,000
2 マンドリン協賛金・広告 2,756,060 -2,756,060
3 秋田県補助金等 0

Ⅵ 特別寄付金収入 0
Ⅶ 果実収入 66 -66
Ⅸ 雑収入 60,000 -60,000
Ⅹ 基金取崩収入 248,545 2,267,875 -2,019,330
収入合計 1,303,545 11,534,492 -13,090,947
前年度繰越収支差額 861,540 861,540 0

合　計 2,165,085 12,396,032 -10,230,947

支出の部 予算額 決算額 差額
Ⅰ 事業費
1 学生表彰費 0 0
2 学生団体助成金 0 0
3 地域支部交流費 200,000 84,620 115,380
4 マンドリン演奏会費 8,022,060 -8,022,060
5 寄付金（災害学生支援） 300,000 500,000 -200,000
6 その他事業費 200,000 383,500 -183,500

Ⅱ 広報費
1 支部会報発行費 380,000 365,492 14,508
2 広報関係費 10,000 9,051 949

Ⅲ 組織費
Ⅳ 運営費
1 会議費
(1) 支部総会開催通知費 135,000 175,891 -40,891

支部総会会場費 465,000 510,833 -45,833
(2) 役員会費 20,000 20,000
(3) 監査委員会費 0 0
(4) 委員会費 20,000 20,000
(5) 業務費 20,000 6,420 13,580
2 事務費 60,000 52,570 7,430
3 慶弔費 30,000 20,000 10,000

Ⅴ 積立金 34 -34
Ⅵ 予備費 30,000 0 30,000
支出合計 1,870,000 10,130,471 -8,260,471
当年度収支差額 -566,455 1,404,021 -1,970,476
次年度繰越額 295,085 2,265,561 -1,970,476

合　計 2,165,085 12,396,032 -10,230,947

秋田県支部役員（2024 ―  2028年度）
支 部 長 鶴　田　有　司 （昭50年・経営卒）
幹 事 長 三　浦　正　博 （同62年・商卒）
副 支 部 長 乳　井　宏　資 （同37年・政経卒）

東海林　　　洋 （同53年・法卒）
小　松　　　伸 （同54年・商卒）
佐々木　　　章 （同55年・商卒）
打　川　　　敦 （同56年・商卒）
相　場　　　修 （同60年・政経卒）
新　出　康　史 （同60年・政経卒）
浅野目　　　到 （同60年・商卒）
工　藤　千　里 （同61年・法卒）
佐々木　貴　徳 （平10年・法卒）
林　　　德　彦 （同15年・理工卒）

監 査 委 員 進　藤　勝　実 （昭54年・商卒）
赤　川　早　人 （平18年・経営卒）

事 務 局 長 菅　原　亀代嗣 （昭58年・工卒）
事務局次長 真　田　恭　子 （平22年・情報卒）

加　藤　　　築 （同25年・経営卒）

私
の
「
個
」、
行
動
力

加
藤
　
築（
34
）＝
秋
田
市

時
は
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年

春
、
前
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
る
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
世
間
を

覆
っ
て
い
た
こ
ろ
、
私
は
明
治
大

学
経
営
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。

当
時
の
私
の
テ
ー
マ
は
「
視
野

を
広
げ
る
」。
経
営
の
実
践
と
思

い
、
な
ん
で
も
挑
戦
し
て
み
ま
し

た
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
行

う
体
育
会
ロ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
部

（
２
０
２
４
年
に
１
０
０
周
年
！
）

に
加
え
、
企
画
サ
ー
ク
ル
や
バ
イ

ト
を
掛
け
持
ち
し
、
学
校
祭
の
企

画
を
し
た
り
、
１
０
０
km
ハ
イ
キ

ン
グ
を
し
た
り
。

２
０
１
１
年
の
震
災
時
に
は
10

名
の
友
人
と
被
災
地
で
キ
ャ
ン
プ

を
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

た
り
、
区
議
会
議
員
選
挙
の
お
手

伝
い
を
し
た
り
、
ア
メ
リ
カ
で
2

カ
月
半
の
キ
ャ
ン
プ
場
生
活
を
し

た
り
し
ま
し
た
。

学
業
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
ゼ
ミ
に
所
属
。
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
７
０
０
点
超
え
な
い
と

除
ゼ
ミ
、
英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
イ
ン
ド
で
日
本
企
業
訪

問
と
い
う
刺
激
的
な
日
々
で
し

た
。紆

余
曲
折
あ
り
、
現
在
は
家
業

の
牛
乳
販
売
店
に
て
雪
印
メ
グ
ミ

ル
ク
、
森
永
乳
業
の
宅
配
業
を
営

ん
で
い
ま
す
が
、
明
治
で
磨
い
た

行
動
力
、「
前
へ
」
の
精
神
で
未

来
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。

（
平
成
25
年
・
経
営
卒
）

2011年フロリダの
キャンプ場の飛び込
み台で集合写真（左
から5人目が筆者）
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「
何
だ
？
君
、
明
治
な
の
か
！

そ
れ
を
早
く
言
い
な
さ
い
よ
」。

大
学
を
出
て
大
手
証
券
会
社
に
就

職
し
、
全
国
各
地
を
転
々
と
し
て

い
た
若
造
に
と
っ
て
、
赴
任
し
た

見
知
ら
ぬ
土
地
の
先
々
で
何
度
こ

の
よ
う
な
温
か
い
言
葉
に
励
ま
さ

れ
た
こ
と
だ
ろ
う
▼
あ
る
先
輩
か

ら
聞
い
た
話
だ
が
、「
明
治
は
卒

業
し
て
か
ら
好
き
に
な
る
大
学
だ

よ
」。
そ
の
時
は
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
実

感
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
驚
い

た
▼
春
と
秋
に
は
神
宮
球
場
で
の

結
果
が
気
に
な
り
、
12
月
第
１
日

曜
日
に
は
明
早
戦
だ
け
は
負
け
て

く
れ
る
な
と
、
に
わ
か
ラ
グ
ビ
ー

フ
ァ
ン
と
な
り
、
正
月
に
な
れ
ば

箱
根
駅
伝
の
順
位
に
た
め
息
を
つ

き
つ
つ
（
今
年
は
予
選
敗
退
ト
ホ

ホ
）
ラ
グ
ビ
ー
大
学
選
手
権
に
て

母
校
を
誇
ら
し
く
思
う
…
。
何
て

贅
沢
！
▼
昨
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド

ラ
「
虎
に
翼
」
が
大
変
好
評
で
、

我
々
明
大
関
係
者
は
鼻
高
々
で

あ
っ
た
。
今
年
は
山
の
上
ホ
テ
ル

を
舞
台
に
し
た
映
画
「
私
に
ふ
さ

わ
し
い
ホ
テ
ル
」（
主
演
の
ん
）

が
ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
祈
る
。

（
編
集
担
当
・
三
浦
正
博
）

私
は
明
治
大
学
に
入
学
し
て

以
来
、
多
く
の
挑
戦
と
貴
重
な

経
験
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。
1
年
次
か
ら
、
体
同
連
ラ

グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
、
高
校
時

代
か
ら
続
け
て
き
た
ラ
グ
ビ
ー

を
新
た
な
環
境
で
取

り
組
み
ま
し
た
。

競
技
レ
ベ
ル
の
向

上
を
目
指
し
て
練
習

に
励
む
と
と
も
に
、

新
し
い
仲
間
と
協
力

し
、
共
に
目
標
を
追

う
充
実
感
を
味
わ
い

ま
し
た
。
試
合
で
勝

利
し
た
と
き
の
喜
び

や
、
敗
北
か
ら
得
た

教
訓
は
、
私
の
成
長
に
欠
か
せ

な
い
経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
部
活
動
を
通
じ
て
、
競

技
力
だ
け
で
な
く
、
人
間
的
な

成
長
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
も
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
年

日
本
一
に
な

る
こ
と
が
で

き
、
感
無
量

で
す
。

ま
た
、
財

政
政
策
を

テ
ー
マ
と
す

る
ゼ
ミ
に
参
加
し
、
税
制
や
経
済

政
策
を
学
び
な
が
ら
、
実
際
の
社

会
問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
意
見
を
論
理
的
に
整

理
し
、
表
現
す
る
力
を
磨
い
て
き

ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
ゼ
ミ
活
動
の
一
環
で
行
っ
た

沖
縄
合
宿
で
す
。
現
地
で
は
、
地

域
経
済
の
課
題
や
観
光
業
の
現
状

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
り
、
実

際
に
地
元
の
人
々
と
交
流
す
る
こ

と
で
、
理
論
と
実
践
の
結
び
つ
き

を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
文
化
的
な
体
験
を
通
じ

て
、
地
域
独
自
の
魅
力
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
で
得
た
視
点
は
、
学
問

の
枠
を
超
え
て
私
の
価
値
観
を
広
げ

る
大
き
な
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

学
業
や
ゼ
ミ
活
動
に
加
え
て
、

飲
食
店
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
続
け

て
い
ま
す
。接
客
業
務
を
担
当
し
、

お
客
様
に
心
地
よ
い
時
間
を
提
供

す
る
た
め
に
細
や
か
な
気
配
り
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

時
に
は
困
難
な
場
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た

び
に
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
ス

キ
ル
や
忍
耐
力
が
鍛
え
ら
れ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
場

の
仲
間
や
お
客
様
か
ら
の
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
く
た
び
に
、

仕
事
の
や
り
が
い
を
強
く
実
感

し
ま
す
。

明
治
大
学
で
の
こ
れ
ら
の
経

験
は
、
私
の
価
値
観
や
視
野
を
広

げ
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
こ
れ
ら
の
学
び
を

活
か
し
、
地
域
社
会
や
人
々
の
生

活
に
寄
り
添
っ
た
問
題
解
決
に

取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
社
会
に
存

在
す
る
多
様
な
課
題
を
自
分
な

り
の
視
点
で
捉
え
、
そ
れ
に
対
す

る
解
決
策
を
実
現
す
る
力
を
身

に
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

明
治
大
学
で
過
ご
し
た
時
間

を
基
盤
に
、
新
た
な
挑
戦
を
続

け
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
目

標
に
向
か
っ
て
成
長
し
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
政
治
経
済
学
部
3
年
）

寄稿・投稿

編
集
後
記

編
集
後
記

　
講
師
は
元
大
丸
社
長
、
現
Ｊ
．

フ
ロ
ン
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
株
式
会

社
顧
問
の
山
本
良
一
氏
で
す
。

　
山
本
氏
は
昭
和
48
年
、
明
治
大

学
商
学
部
を
卒
業
。
学
生
時
代
は

体
育
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で

主
将
と
し
て
大
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。

　
卒
業
後
は
大
丸
に
入
社
さ
れ
、

平
成
15
年
に
は
役
員
経
験
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
13
人
抜
き
で
社

長
に
就
任
。
平
成
19
年
に
経
営
統

合
し
た
大
丸
と
松
坂
屋
の
持
ち
株

会
社
Ｊ
．
フ
ロ
ン
ト
リ
テ
イ
リ
ン

グ
で
社
長
、
取
締
役
会
議
長
を
歴

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
テ
ー
マ
は「
企
業
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
ス
ポ
ー
ツ
精
神
」
で

す
。
開
演
時
間
は
午
後
３
時
。
お

楽
し
み
に
。





























多
様
な
挑
戦
、経
験
が
財
産

多
様
な
挑
戦
、経
験
が
財
産

��

佐　

藤　

海　

里

佐　

藤　

海　

里

会
報
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想

は
、
秋
田
県
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
会
員
コ
ー
ナ
ー
」

か
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い

 
元元��

大
丸
社
長
が
講
演

大
丸
社
長
が
講
演

７
月
５
日
支
部
総
会
に

７
月
５
日
支
部
総
会
に

合
わ
せ
て

合
わ
せ
て

　

明
治
大
学
校
友
会
秋
田
県
支
部

の
総
会
が
７
月
５
日（
土
）、
秋
田

市
の
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
ま
す
。
こ
の
支
部
総
会
に

合
わ
せ
て
、
今
年
は「
公
開
講
演

会
」
を
開
催
致
し
ま
す
。


